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今、世の中のプロの投資家の中で注目されているのが、複数の資産に投資を行う分散投資、いわ
ゆる「マルチ・アセット運用」です。特に中長期運用を行っている政府系ファンドや、年金基金、
大学基金等は、いずれもマルチ・アセットの運用を行っています。 

プロが行う分散投資の新潮流 

先進的なマルチ・アセット運用とは？ 

マルチ・アセット運用の歴史は長く、1970年代に分散投資の理論が台頭しました。特に米国で
は株式６０％、債券４０％といった資産配分が定着し、広く普及しました。その後、市場環境の
変化や金融商品の発展とともに、リートやコモディティ（エネルギーや穀物等含む商品先物市場
で取引されているもの）などさまざまな資産を活用してきました。最近では伝統的な株や債券と
は異なる動きを期待できる新しい運用手法が開発されてきており、分散効果を高める目的でこれ
ら新たな運用戦略（ヘッジファンドなど）を積極的に活用するなど、更にマルチアセットは進化
してきております。 

多くの先進的投資家が選んだ運用手法 

多くの中長期投資を行っている機関投資家は、マル
チ・アセット運用を行っています。実は、彼らの多
くは市場動向を予測しタイミングを見て売り買いす
ることを主な手法とはしておりません。中長期に市
場トレンドを当て続けるのが難しいことを経験的に
知っているからです。その中で中長期的に様々な分
散投資を行い資本市場の成長（経済成長）から安定
した収益を獲得するといった運用手法に主眼を置い
ています。 

分散投資という考え方はシンプルですが、時代や考
え方によってその内容は大きく異なります。 

是非、プロの投資家が実践する最新の分散投資（マ
ルチ・アセット運用）を参考に、中長期の運用を始
めてみてはいかがでしょうか？ 

 

上記は例示を目的とするものです。 


